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子ども会と協働する
自治会活動

和良⽐区

令和7年度 和良⽐区⻑
島田 博⾏
2025.5.17

わ ら び く
和良⽐区

約250世帯

自治会離れ
(課題)

 自治会のメリット
 「災害時」だけでは弱い

 コスパ・タイパ（損得）
昭和世代には難しい感覚

 「自治会=悪」という印象
ネット記事など

 「変化」気付きづらい・受け入れ
づらい・⾏動を変えづらい

 年⻑者マウント

 高齢者が言う「高齢化」
若年層にどう響く?

 地域交流の「良い距離感」のとり⽅
がわからない?

「なくても困らない」と結論づけたがる

ごく狭いコミュニティなら”組む”
（ひとりではイヤ）

仮想”敵”を作って仲間意識高揚
（互助会システム・自治会 ）

価値観の多様化
(“個”の尊重)

高齢化、と変わらない組織 若い世代も(たぶん)
追いついていない?

[前提] 自治会加入の強制は無いとして 自治会の中に
”団体”を設⽴

 「防災のまち」を目指す

 BBQ大会 防災訓練へ

 専属「防災士」による
新しい防災施策・活動

和良⽐区⾃主防災会
（⾃主防災組織）

わらび子ども会
（子ども会）

和良⽐区 部活!
（ボランティア）

活動ごとに団体を分けることで、精神的負叕を減らし、
少しでも興味ある分野への参加を促すねらい

活動の⼀例(他と異なる)
特徴など活動方針設⽴会議概要

• ハロウィン
• クリスマス
• ラジオ体操
• 廃品回収
• 警察署⾒学
• ⼯場⾒学
• 野菜づくり
• お米づくり
• お祭り出店
• ⼯作教室
• 算数検定
• お泊りキャンプ
• 親子防災キャンプ
• かぶりマルシェ

(防災イベント)
• 防災防犯まち歩

き
• 七夕プロジェクト

• 以下を問わない
・自治会加入の有無
・他自治会の子ども
・他子ども会と兼ねる

• 会⻑は子ども。
保護者は「育成会」
を組織する。

• 保護者は役員にな
る負叕なし

①和良⽐区で遊
ぶ・学ぶ

②地域の大人全
員に育ててもらう

③家庭内では提
供が難しい体験・
経験、仲間づくり

■区・自治会の
垣根・なわばり
無し

■前例・キマリは
すべて再考する

■⺠⽣児童委
員・保健推進員
などが中心となり、
自治会が間接的
にサポートする
学校・PTAとも連
携。

解散した理由は
「大人の事情」だっ
た

・役員になる負叕

・経済的な負叕

(なんでも負叕)

子ども会の「あるべ
き」は、子どもは子
どもの中で育つ。
大人はそれを優し
く⾒守る。

解散していた子ども
会を再始動させた
（入会は自由）

これまでの子ども会
(親が昔やっていた)
にとらわれない、
新しい発想と活動

子ども主体で、楽し
く、皆にやさしい子ど
も会

わらび子ども会

子ども会を自治会活動に組み入れることで
自治会活動にプラスの影響を目指したい!
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七夕プロジェクト
の はじまり

笹をとる 掲示板に設置する 「笹もやし」

コロナ禍で時間が止まったように静かになった世の中。
「そうだ︕七夕の笹を掲げたら地域が明るくなる︕」
笹を設置すると、人々が短冊や飾り物を作り、華やかになった
笹に大人たちも足を止める。（わらび子ども会の資料より）

七夕プロジェクト
(最近)

笹をとる（大勢で） 掲示板に設置（大人が本気） 「笹もやし」（たくさんの子ども達）

近隣区・自治会との協働により規模拡大!
自治会の垣根を越えたイベントに

(大人も子どももみんなで)

↑願いを書く子どもたち ・ 掲示⽅法のさまざまな⼯夫(大人たち)↓

この施策の意味するところ

まとめ
「良いこと」言うのは簡単

実⾏は少し難しい

子ども会と
⾃治会

近隣区・⾃治会
との協働

少しの苦労と
多くの笑顔

個を大切に、
絆も伝えたい

大人と子ども
（いろいろな世代）適度な距離感

互いを尊重する

「時代に合った」とは?

永遠のチャレンジ!

愉しみ・人⽣の糧
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